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加西市長

柏　原　正　之

明けましておめでとうございます。市民

の皆様には、晴れやかに新春をお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。

私たちの住む加西市は、四季折々に自然

が織りなす豊かで美しい彩りと、先人から

受け継いだ歴史的遺産や文化など多くの魅

力にあふれています。住む人には安らぎを

与え、訪れる人には感動をもたらします。

私は、この大きな財産を活かし、市長就

任以来、「市民主体、市民と行政との協働

によるまちづくり」に取り組んでまいりま

した。皆様のパワーやエネルギー、そして、

何よりも笑顔がまちづくりの原動力になり

ます。加西市には、文化、スポーツ、地域

福祉、環境保全、防災や防犯、交通安全な

ど様々な分野でまちを支える多くの方々が

います。その力が活力を生み、暖かい連帯

の環が広がり、住みやすいまちを実現する

と考えています。

昨年は、相次ぐ台風の上陸や地震など、

多くの自然災害に国内はもとより、県内に

おいても、大きな被害を受け、改めて危機

管理の大切さを考えさせられました。最大

の危機管理とは、危機が生じた時にいかに

対応するかではなく、「危機を予防」する

ことにあります。地震の発生を防ぐことは

できませんが、被災しない（危機を生まな

い）ような防災に重点を置いたまちづくり

が最も重要な危機管理であり、「安全と安

心」は、全市民に共通したニーズです。危

機管理には、日常の意識と備えのほか、災

害発生時の冷静な判断による自助能力と相

互扶助の意識が大切です。災害が大きくな

ればなるほど、行政の力は支援を求める一

人ひとりに行き届きにくくなりますので、

行政と市民の信頼できる協力体制を築いて

いかなければなりません。

財政運営における大きな転換期を迎えて

いる状況の中、私は、徹底した情報公開の

もと、常に市民の目線に立ち、強い信念と

決断力をもって、『美しいまち　活力ある

まち　誇れるまち　かさい』をめざして、

全力で取り組んでまいりますので、ご協力

とご支援を賜りますようお願い申し上げま

す。

市民の皆様にとりまして、今年一年が幸

多き年でありますようお祈りしつつ、新年

のごあいさつといたします。

今年のキーワードは、“地域”の安全と安心
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加西市議会議長

西　村　　　衛

新年のごあいさつ

市民の皆様には、健やかに２００５年の新

春をお迎えになられたことと、心からお慶び

申し上げます。

新しい年が、私たちにとって幸多き年とな

りますことを願ってやみません。

昨年を振り返ってみますと、日本国中が感

動したアテネオリンピックにおける日本選手

の素晴らしい活躍は、長引く景気の低迷で沈

みがちだった私たちの心に勇気と自信をよみ

がえらせてくれました。

その一方で、記録ずくめの暑い日が続いた

夏の異常気象や兵庫県下に深刻な被害をもた

らした台風２３号を初めとする相次ぐ大型台

風の上陸、さらに新潟県中越地震の発生など、

頻発した大きな自然災害に改めて自然の脅威

と人間の無力さ、災害に対する常日頃の備え

の大切さを痛感させられた年でもありまし

た。被害地域の皆さんに一日も早く穏やかな

日々が戻ることを願ってやみません。

さて、新しい世紀の幕開けからはや５年目

の初春を迎え、来るべき時代の方向がいよい

よ鮮明になって来たように思われます。

私たちのまちづくりにおいても、時代の要

請であります地方分権の進展とともに、「自

己決定と自己責任」「参画と協働」『特色ある

まちづくりと地域間競争』が一層強く迫られ

るのは必至であります。

他市町との競争を勝ちぬき、柏原市政の提

唱される「美しいまち、活力あるまち、全国

に誇れるまち−アクティブ加西」を確かなも

のとするためには、行政と市議会だけでなく、

市民の皆さんの理解と参画を得ながら一体と

なって時代の変革を先取りしていかなければ

なりません。

とりわけ課題山積する中、防犯、防災、食

の安全など市民生活の源にかかわる「安全と

安心」の確保、事の重大性から特別委員会を

設置して取り組むことになった少子化対策、

財政再建と国の三位一体改革への的確な対

応、若者の定住に不可欠な企業誘致による雇

用の確保と住宅建設を可能にする土地の規制

緩和の実現等々については、市議会の立場を

わきまえながら、執行部ともども全力をあげ

て取り組む覚悟であります。

変革の時代にあって、市政の監視役として

の機能だけでなく、積極的に政策提言ができ

るよう自己研鑽に努めるとともに、従来にも

増して自治体の自己決定・自己責任が問われ

る今日、唯一、政策決定権を有する市議会の

使命と責任の重大性を深く肝に銘じ、精一杯

市民の皆さまの負託にお応えする決意であり

ます。

本年も私ども二十名の議員に変わらないご

指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ますとともに、皆さまのご多幸をお祈りしつ

つ新年のごあいさつといたします。



4２００５年１月号（No.４８７）

地
球
温
暖
化
は
、
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

が
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
地
表
面

の
温
度
が
上
昇
す
る
現
象
で
あ

り
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
被

害
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

加
西
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
は
、
市
の
事
務
・
事
業
に
関
し
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図

る
た
め
の
計
画
で
、
平
成
10
年
度

を
基
準
と
し
て
、
平
成
16
年
度
に

計
画
目
標

お
け
る
CO2
換
算
温
室
効
果
ガ
ス
の

総
排
出
量
を
未
対
策
で
は
15
％
増

と
な
る
と
こ
ろ
を
10
％
以
内
の
上

昇
に
抑
制
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
CO2
換
算
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
は
１
４，
９
０
０

ｔ
で
あ
り
、
平
成
10
年
度
と
比
較

す
る
と
約
14
％
の
増
加
（
昨
年
と

ほ
ぼ
同
率
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
約

46
％
が
電
気
の
使
用
に
よ
る
も
の

で
、そ
の
割
合
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
に
見
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

病
院
の
増
改
築
や
図
書
館
の
新
設

に
よ
り
電
気
使
用
量
が
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
病
院
及
び
図
書
館

を
除
く
と
約
11
％
の
増
加
で
す
。

平
成
15
年
度
取
組
み
結
果

（
平
成
10
年
度
と
の
比
較
）

…
約
25
％
の
増
加

市
庁
舎
や
各
施
設
に
お
い
て
、

昼
休
み
の
消
灯
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
主
電

源
オ
フ
、
温
度
管
理
の
徹
底
（
冷

房
28
℃
、
暖
房
18
℃
）
等
の
節
電

を
行
い
ま
し
た
が
、
下
水
処
理
施

設
の
新
設
や
ご
み
焼
却
量
の
増
加
、

病
院
の
増
改
築
や
図
書
館
の
新
設

に
よ
っ
て
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

来
庁
者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
公
共

施
設
の
節
電
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
成
10
年
度
と
の
比
較
）

…
約
43
％
の
増
加

ご
み
の
分
別
収
集
、
美
バ
ー
ス
デ

ゴ
ミ
の
焼
却
量

電
気
の
使
用
量

ー
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
法
律
改
正
に

伴
う
野
焼
き
の
禁
止
等
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
平
成
10
年
度
と
の
比
較
）

燃
料
の
使
用

…
施
設
関
係
約
23
％
の
減
少
、

公
用
車
約
18
％
の
減
少

公
用
車
の
集
中
管
理
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
24
時
間
運
転
の
実
施
、
病
院

増
改
築
に
伴
う
病
棟
閉
鎖
や
配
管

改
修
に
よ
る
効
率
化
等
に
よ
り
大

幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
11
年
度
と
の
比
較
）

コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
枚
数
は
３
２

０
万
３
千
枚
で
あ
り
、
約
15
％
の

減
少
で
す
。
両
面
印
刷
や
使
用
済

用
紙
の
裏
面
利
用
で
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
生
紙
の
使
用
率
は
約

92
％
で
あ
り
、
37
％
上
昇
し
て
い

ま
す
。

（
平
成
15
年
度
）

可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
１
日
当

り
約
52
裴
と
な
っ
て
お
り
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

上
質
紙
及
び
再
生
紙
は
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

再
生
量
は
約
19
ｔ
で
あ
り
、
約
４
万

４
千
ロ
ー
ル
再
生
し
た
計
算
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
市
役
所
の
使
用

量
の
約
10
年
分
に
相
当
し
ま
す
。

市
庁
舎
か
ら
の
ゴ
ミ
の
排
出
量

市
庁
舎
に
お
け
る
用
紙
類
の
使
用

加西市地球温暖化対策
実行計画・

平成15年度の取組み結果

〈年度比較〉温室効果ガス排出量（CO2換算）

項　　目 単位 計画目標
（H16年度）

879,600

142,300

30,960

15,539,500

10,800

平成10年度
実績（基準値）

918,300

152,500

29,410

14,470,300

9,048

平成15年度
実　　　績

707,319

124,930

29,766

18,035,557

12,913

増 減

△ 23％

△ 18％

1％

25％

43％

褄

褄

裴

kWh

t

燃料使用量（施設）

燃料使用量（公用車）

LPガス

電気使用量

一般廃棄物焼却量

加西市の全公共施設での使用量
（126施設、公用車140台）

年　度 温室効果ガス排出量 基準年との増減比較

平成10年度 13,026トン （基準年）

平成11年度 14,632トン 12％増

平成12年度 13,688トン 5％増

平成13年度 15,221トン 17％増

平成14年度 14,805トン 14％増

平成15年度 14,900トン 14％増

平成16年度 14,293トン
（目標）

10％以内に
抑制

温室効果ガス排出量（トン-CO2）
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「
自
作
に
よ
る
〈
今
、
楽
し

け
れ
ば
○
〉
自
分+

周
り
の

愛
す
る
人
々
共
演
。
今
を
祝

う
。」
と
語
る
加
西
市
出
身
で
現

在
、
フ
リ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

兼
服
飾
家
と
し
て
東
京
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
松
本
小
銀
杏
さ
ん
。
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
卒
業
後
、

イ
ラ
ス
ト
を
描
か
れ
、
定
期
的
に

個
展
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
地
元
初

個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
的
に
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵

Active Kasai★★★★★★★★★★★★★★★★★

を
書
く
こ
と
が
好
き
で
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
や
服
飾
家
の
道
へ
進
む
方
が

多
い
で
す
が
、
松
本
さ
ん
は
絵
を
描

く
の
は
大
嫌
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服
が
作
り
た

い
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
専
門
学
校

に
入
学
し
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
絵
も

描
き
始
め
ま
し
た
。

市
販
さ
れ
て
い
る
商
品
と
し
て

は
、
学
生
時
代
か
ら
師
事
し
て
い

る
画
家
の
寺
門
孝
之
さ
ん
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
で
開
発
し
た
画
家
の
た
め
の

作
業
服

″Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ａ
（
バ
サ
ラ
カ
ワ
ラ
）″が
あ
り
、

そ
の
デ
ザ
イ
ン
・
パ
タ
ー
ン
・
縫
製
の

全
工
程
に
携
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
イ
ラ
ス
ト
に
没
頭
中
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
後
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
楽
し
め
る
絵
本
や
マ
ッ

チ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
製
作
な
ど
に
も
取
り

組
み
た
い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。「

今
関
東
に
住
ん
で
い
る
の
は
、

業
界
の
方
や
友
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
た
め
で
す
。
多
く
の
人

と
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
前
を
広

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
成
功

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
な
ど
機
械
ま
か
せ
だ
け
で
は

成
功
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
い
つ
も
ふ
る
さ

と
の
こ
と
は
頭
の
片
隅
に
あ
り
ま

す
。
い
つ
か
は
地
元
に
戻
っ
て
き
て

活
躍
し
た
い
。
今
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
よ
。
皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
。」
と

松
本
さ
ん
。

今
を
祝
っ
て
、
楽
し
ん
で
し
ま
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
!

加
西
市
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

松
本
小
銀
杏
さ
ん

蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん蛻夢を語る松本小銀杏さん

蛻地域交流センターで行われた
加西市初個展

―結核予防法改正により平成17年4月1日から―
ツベルクリン反応検査・BCG接種の接種方法が変わります

変更点①の理由：近年では乳幼児の結核感染率は極め
て低くなりました。そこで、ツベルクリン反応
検査を行わず直接ＢＣＧ接種を行うことになり
ました。

変更点②③の理由：結核予防のためのＢＣＧ接種は必
要です。子どもは発育と共に外出の機会が増え
早期に免疫をつけることがとても重要になりま
す。接種機会を増やし接種率を高めるため、個
別接種に変わります。

☆平成17年4月以降に生後3か月～6か月未満になる
お子さん
蛔個別接種で受けてください。（受けられる医療機
関については、決定次第広報・健康づくりカレン
ダーでお知らせします。）

☆平成17年4月以降に生後6か月以上になるお子さん
今年度中（平成17年３月末まで）に生後48か月
（４歳）になり、ＢＣＧ接種がまだのお子さん
蛔今年度（17年３月末まで）の集団接種を必ず受けましょう。

◆問合先／健康長寿課（蕁瀚８７２３）

どうすればいいの？
変　更　点

①ツベルクリン
反応検査

現在（H17.3.31まで）

行　う

改正後（H17.4.1より）

廃　止

②BCG接種 集団接種
（健康増進センター）

個別接種
（医療機関）

③接種対象年齢 生後3か月～48か月
（4歳未満）

生後3か月～
6か月未満

今年度のツベルクリン反応検査・ＢＣＧ接種の実施予定

ツベルクリン反応検査 判定及びBCG接種 場所・受付時間

2月7日豺 2月9日貉

3月7日豺 3月9日貉

健康増進センター
13：00～14：00

どう変わる？

こ

い

ち
ょ
う
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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
今
年
の
元
旦
早
々
、
大
変
幸
運
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
早
朝
に
催
さ
れ
る
会
合
に
出
席
す
る
た
め
、
午
前
４
時
30
分
に
起
床

し
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
会
場
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
空
を
見
上
げ

ま
す
と
、
実
に
美
し
い
お
月
様
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
東
の
空
に
は
、
ひ

と
き
わ
明
る
い
星
が
見
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
明
け
の
明
星
だ
、
よ
し
残
る
は

太
陽
を
拝
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
三
光
を
拝
む
こ
と
に
な
る
と
大
き
な
期
待

を
し
、
約
１
時
間
の
と
て
も
さ
わ
や
か
な
会
合
を
終
え
た
後
、
恒
例
の
亀
山

山
頂
で
御
来
光
を
仰
ぐ
、
新
春
の
つ
ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
第
28
回
を
数

え
る
こ
の
つ
ど
い
も
、
最
初
は
数
人
の
有
志
で
始
ま
っ
た
催
し
で
あ
り
ま
す

が
、
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
と
い
う
将
来
の
加
西
市
を
担
っ
て
く
れ
る
頼

も
し
い
若
者
達
が
引
き
継
い
で
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
雪
ま
じ
り
の
底
冷

え
の
す
る
寒
い
朝
で
し
た
が
、
皆
様
と
た
き
火
を
囲
み
な
が
ら
、
お
互
い
に

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
、
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
人
と
楽
し
い
会

話
を
し
な
が
ら
も
、
み
ん
な
の
目
は
東
の
空
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
天
気

の
関
係
で
７
時
30
分
過
ぎ
に
な
り
ま
し
た
が
、
雲
の
間
か
ら
待
望
の
御
来
光

を
拝
む
こ
と
が
で
き
、
会
場
は
歓
声
と
拍
手
に
湧
き
ま
し
た
。

元
旦
に
三
光
、
す
な
わ
ち
月
と
星
と
太
陽
の
光
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き

る
年
は
、
す
ば
ら
し
く
良
い
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
今

年
は
、
い
い
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
感
動
と
と
も
に
、
若
者
達
が
準
備
し

て
く
れ
た
温
か
い
心
の
こ
も
っ
た
雑
煮
を
皆
様
と
一
緒
に
食
べ
、
福
引
き
の

お
ま
け
も
楽
し
み
な
が
ら
、
一
年
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ど
う
か
こ
の
酉
年
が
皆
様
ひ
と
り
一
人
に
と
り
ま
し
て
、
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
加
西
市
に
と
り
ま
し
て
も
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

加
西
市
長

No. 8

蘆
写
真
…
１
月
４
日
貂
新
年
交
歓
会
で
加
西
市
の

発
展
を
祈
願
し
て
万
歳
三
唱
す
る
柏
原
市
長

感
動
の
幕
開
け

盧
所
得
税
の
確
定
申
告
・
市
県
民

税
の
申
告
期
間

今
年
の
申
告
期
間
は
、
２
月
16

日
貉
〜
３
月
15
日
貂
で
す
。

加
西
市
で
は
、
今
年
の
確
定
申

告
期
間
中
の
２
月
20
日
・
27
日
の

日
曜
日
に
限
り
、
市
民
会
館
コ
ミ

セ
ン
３
階
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
確

定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
平
日
に
勤
務
等
で

都
合
の
悪
い
方
は
、
こ
の
２
日
間

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
通
常
の
土
・
日
は
、
閉

庁
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

盪
平
成
16
年
分
所
得
税
、
消
費
税

確
定
申
告
説
明
会

◆
日
　
時

１
月
28
日
貊

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
　
所

加
西
市
民
会
館

コ
ミ
セ
ン
３
階
小
ホ
ー
ル

◆
問
合
先

社
税
務
署

（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
２
３
）

蘯
源
泉
徴
収
票
等
の
提
出
に
つ
い

て源
泉
徴
収
票
な
ど
の
「
法
定
調

書
」
は
１
月
31
日
豺
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
す
る
主
な
法
定
調
書
の
種

類
と
提
出
先

☆
税
務
署
に
提
出
す
る
も
の

蘆
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

蘆
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票

（
特
別
徴
収
票
）

蘆
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞

金
の
支
払
調
書

蘆
不
動
産
の
譲
り
受
け
対
価
の
支

払
調
書

蘆
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書

蘆
不
動
産
等
の
売
買
又
は
貸
付
の

あ
っ
せ
ん
手
数
料
の
支
払
調
書

蘆
源
泉
徴
収
票
等
の
合
計
表

☆
市
に
提
出
す
る
も
の

法
定
調
書
の
期
限
は
１
月
31
日

豺
で
す
が
確
定
申
告
準
備
の
事
務

処
理
上
な
る
べ
く
早
く
提
出
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
御
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

蘆
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）

蘆
給
与
支
払
報
告
書

（
個
人
別
明
細
書
）

◆
問
合
先

蘆
社
税
務
署
資
料
情
報
担
当

（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
２
３
）

蘆
市
役
所
税
務
課
税
制
係

（
蕁
瀚
８
７
１
２
）

盻
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）

に
関
す
る
届
出

◆
償
却
資
産

償
却
資
産
の
申
告

は
１
月
20
日
貅
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

◆
家
　
屋

平
成
16
年
中
に
家
屋

を
新
築
、
増
築
さ
れ
た
方
で
家
屋

評
価
が
終
っ
て
な
い
方
は
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
家
屋
を
取
壊

し
さ
れ
た
方
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

市
役
所
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
蕁
瀚
８
７
１
３
）

眈
原
付
・
軽
自
動
車
の
廃
車
は
お

早
め
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

廃
車
、
名
義
変
更
等
の
手
続
き

は
３
月
15
日
貂
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。
盗
難
・
解
体
等
に
よ
り
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
い
場
合
も

届
出
が
必
要
で
す
。

◆
届
出
先

蘆
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
、
税

務
課
税
制
係
（
蕁
瀚
８
７
１
２
）

蘆
軽
三
輪
、
軽
四
輪
は
、
軽
自
動

車
検
査
協
会
兵
庫
事
務
所
姫
路
支

所
（
０
７
９
２
濱
４
１
０
１
）

蘆
軽
二
輪
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

は
、
姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
（
０
７
９
２
濱
４
８
０
０
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
・
消
費
税
・
源
泉
徴
収
票
・
固
定
資
産
税
な
ど



２００５年１月号（No.４８７）7 美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

13歳からの人間学 石川　洋
百花繚乱江戸を生きた女たち 石丸晶子
新潟県中越地震
「幸せ脳」をつくる50の習慣 久恒辰博
一流シェフのとっておきバウンドケーキ
郷裕隆の布遊び 郷　布隆
ファティマの幸運 ジョーン･ドリアンスキー
辻邦生全集6 辻　邦生
破　裂 久坂部　羊
白の月 谷村志穂
イヴのすべて上下 パク・チヒョン
これからの「よい家」づくり 兼坂亮一
夜のパパとユリアの秘密 マリア・グリーペ

ＣＤ アジアン・カンフー・ジェネレーションソルファ
ＣＤ オレンジレンジ musi Q
ＣＤ ゴスペラーズ Ｇ１０
ＣＤ 平井堅 ＳＥＮＴＩＭＥＮＴＡＬovers
ＣＤ デスティニーズ・チャイルド デスティニー・フルフィルド
ＣＤ Ｕ２ハウ・トゥ・ディスマントル・アン・アトミック・ボム
ビデオ ドラマ救命病棟２４時 １～６
ビデオ ドラマDr.コトー診療所 １～４

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

★予約はインターネットが便利です。
詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

1月22日貍・29日貍
2月12日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

2月5日貍
14：00～14：30

映画：「blue」 2003年（日本）

監督：安藤　尋
原作：魚喃キリコ
出演：市川実日子、小西真奈美、今宿麻美

海辺のある地方の女子高。
桐島カヤ子（市川）はミステリアスな同級生・遠藤雅美（小西）に憧

れ、恋心を抱くようになり、やがて急速に仲良くなっていく。そして、二
人は少しだけ唇を合わせた……。しかし、夏休みを迎え、雅美はこの
街にいなかった。カヤ子は、雅美の過去を知る友人から去年彼女が停
学になった理由は、だらしない年上の男と付き合っていた事が原因だと
知り、ショックを受ける……。
第24回モスクワ国際映画際最優秀女優賞受賞作品。

◆日　時／１月21日貊 午後７時30分～９時30分

◆場　所／地域交流センター 多目的ホール

◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

1月のねひめCue! 上映作品

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

病
癒
え
出
勤
す
る
夫
見
送
り
ぬ

朝
の
庭
の
金
木
犀
と

山
本
　
智
子

卑
劣
な
り
﹁
娘
も
ら
っ
た
﹂
Ｅ
メ
ー
ル

イ
ラ
ク
･
ア
フ
ガ
ン
ど
こ
ろ
で
な
い
よ

板
谷
　
幸
男

奥
入
瀬
の
流
れ
に
延
び
る
遊
歩
道

木
立
隠
れ
に
岩
清
水
光
る

伊
藤
　
美
鈴

ク
レ
ー
ン
車
の
持
ち
上
げ
る
様
軽
々
し

昔
の
苦
労
は
夢
の
又
夢

伊
藤
美
代
子

フ
ィ
レ
肉
の
三
割
引
を
計
算
す

携
帯
電
話
の
機
能
を
借
り
て

岩
佐
　
恵
子

近
年
の
社
会
経
済
環
境
の

変
化
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
の
地

域
社
会
に
お
け
る
課
題
解
決

の
効
果
的
な
手
法
と
し
て
、

「
協
働
」
が
新
た
な
動
き
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
、

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
豊
か
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
、
そ
の
大
き
な
原

動
力
と
な
る
の
は
、住
民
個
々

の
パ
ワ
ー
は
も
と
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自
治
会
、
婦
人
会

等
の
地
縁
団
体
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

等
の
市
民
活
動
団
体
、
そ
の
他
の
民
間

団
体
及
び
、
行
政
や
、
企
業
で
す
。
こ
れ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ら
の
主
体
が
互
い
に
協
働
を
進
め
る
こ

と
が
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
や
子
育

て
、
高
齢
者
支
援
、
環
境
汚
染
な
ど
の

地
域
社
会
で
発
生
し
て
い
る
様
々
な
課

題
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
協
働
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
、

対
等
か
つ
自
由
な
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
違
い
と
特
性
、
社
会
的
役
割
を
ふ
ま

え
て
、
共
通
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、

共
に
取
り
組
む
関
係
を
い
い
ま
す
。

地域交流センター ＮＰＯ講座

それぞれの主体が「協働」をキー
ワードに、よりよい地域のかたちを
造ります。

「自治体、企業、NPOと市民の関係」
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空飛ぶサンタさんが登場
―北条鉄道サンタ列車と平行飛行―
12月16日貅、モーターパラグライダーを

趣味で行っている定行賢三さん（鴨谷町）が
サンタクロースにふん装し、田原駅と網引駅
の間を北条鉄道サンタ列車と平行飛行しまし
た。突然現れた空飛ぶサンタさんに列車に乗
車している子どもたちは、窓越しに手を振り
歓声がわいていました。

地元のだいこんを使った給食実施
―地産地消をめざして―
加西市は、3年間にわたり、県の「地産

地消学校給食モデル事業」の採択を受けて
います。12月2日貅・3日貊小学校の学校
給食で栄町の“だいこん”を使用しました。
当日は給食前に栄町の生産者からのビデオ
レターで収穫や出荷の様子などを学んだ
後、栄町の農家の方4人が生産しただいこ
んを使った“煮込みおでん”を「おいしい。
もっと食べたい。」と話しながら味わって
いました。今後も地元の「キヌヒカリ」を
使った米粉パンや、紫黒米・さつまいもな
どの地場産農産物の使用が予定されていま
す。

小野寺家ゆかりの
多聞寺で義士祭

赤穂義士の
討ち入りの日
である12月
14日貂、多
聞寺（金岡浩
隆住職）で江
戸時代から続
く恒例の義士
祭（吉祥講）

が行われました。赤穂浪士の一員である小
野寺十内と小野寺幸左衛門の親族が東長町
に居住し、その子孫が多聞寺の檀家である
ことから、毎年、義士祭が行われています。

12月3日貊、富田小学校（甘中徹雄校長）の6年
生31名は、加西市出身で絵本作家の永田萠さん
を迎えて交流会を行いました。萠さんとの出会い
は、2年前。総合学習で「世界に1冊しかない絵本
作り」を2日間指導していただきました。卒業を前
に再会したいという萠さんの申し出で実現しまし
た。萠さんは、スライドを使ってアンデルセンの童
話「マッチ売りの少女」を紹介し、最後に「自分が
誰かの幸せのもとになれるようになってください。」
とメッセージを残しました。子どもたちは、お礼に
合唱や演奏を行い、2年ぶりの再会を喜びました。

富田小6年生児童
卒業を前に永田萠さんと嬉しい再会

小雪が降る寒い朝となった、1月1日（元
旦）、加西市青少年団体連絡協議会主催で
「新春のつどい」を開催しました。初日の出
を眺めようと約300名が、薄っすらと雪の積
もった、いこいの村はりまに集合しましたが
太陽を拝むことはできませんでした。その後、
加西球場の駐車場で、雑煮を食べたり、お
年玉抽選会などを楽しんでいる最中の午前
7時35分に初日の出を拝むことができまし
た。参加された皆さんは輝く太陽の光を全
身に浴びて、元旦のひと時を過ごしました。

雪景色に斜光した
「新春のつどい」

1月8日貍、県無形民俗文化財に指定され
る東光寺（上万願寺町）の伝統行事「田遊び」
と「鬼追い」
が行われ、
今年の豊作
と無病息災
を祈りまし
た。

五穀豊穣を願って
田遊び・鬼追い

田遊び蜀

鬼追い
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かわいいブックマーク
（本のしおり）ができたよ!
12月18日貍、11月の読書週間の一環とし

て開催したブックマークコンテストの表彰式
が図書館で行われました。コンテストの作品
は、幼稚園以下・小学生低学年・小学生高学
年の3部門で募集し、応募総数371点から各
部門の最優秀賞・優秀賞を選考しました。各
部の最優秀賞の作品は、かわいいブックマー
ク（本のしおり）に仕上げて、市立図書館や
各学校図書館などで配布しています。

宇仁小児童
しめ縄づくりに挑戦

12月14
日貂、宇仁
小学校（永
田 岳 巳 校
長）の5･6
年生が地域
の高齢者を
先 生 に 迎
え、しめ縄
づくりに取
り組みました。お年寄りらは「しめ飾りの
意味」など説明しながら、子どもの手をと
って編み方を丁寧に指導されました。

「飛び出しボーイ＆ガール」
人形が完成

12月14日貂、加西交通安全協会西在田
支部（金澤牧博支部長）では、地域の交通
安全に寄与する「飛び出しボーイ＆ガール」
の色付けを西在田小学校（山田郁子校長）
にお願いし、同校6年生24名が人の型に切
り抜かれた板に赤、青、黄などの色付けし、
50体が完成しました。この取り組みは、西在
田校区で子どもが事故に遭ったことがきっか
けで4年目となりました。おかげでその間事
故は発生していません。
12月26日豸同校区内の見通しの悪い道

路や交差点など危険箇所に設置されました
ので、ドライバーの皆さん注意してください。

加西中学校2年生の総合的な学習の一環で、
戦史研究家の上谷昭夫さんを講師に迎え平和学
習会が行われました。上谷さんは、鶉野平和祈
念の碑苑保存会のメンバーで、姫路基地鶉野飛
行場について研究されています。講演では、戦
時中に同飛行場でパイロットが養成されたこと
や飛行機が作られていたこと、そして同飛行場

から飛び立った特攻隊員のことなどについて話されました。また会
場には、飛行機の模型展示や特攻隊員の書いた遺書などが展示され
ました。「戦争は二度と起してはならない。今の平和な時代が続く
よう、しっかりとした信念をもって生きてほしい。」と上谷さん。

戦史研究家の上谷さんを迎えて
加西中学校で平和学習会

12月20日豺北条南保育所、北条東幼稚園・小学校に高見芳和さ
ん（河内町）が昨年9月から製作していた、シャボン玉を作る「ド
ラえもん」ロボットが登場し、子どもたちを喜ばせました。ロボッ
トは、高さ　約170袍、重さ　約5裴で、胴体と頭は針金を円状に
結んであります。また手と足はペットボトル容器で製作されていま
す。ヘソにあるボタンを押すと、頭を上下させ、ドライヤーの風で
シャボン玉液を吹く仕組みです。「最近、子どもたちの理数科離れ
が進んでいます。自作ロボットを製作したのは、“ものづくり”に
対して興味をもってもらいたい。そして“ものづくり”の大切さを
知ってほしいからです。子どもたちに喜んでもらってうれしいで
す。」と高見さん。

シャボン玉を作る
「ドラえもん」ロボットが登場

写真左から、幸田佳美さん、森本こころさん、
河原理恵さん



本
校
は
平
成
16
年

度
、
兵
庫
県
教
育
委

員
会
よ
り
「
子
ど
も

多
文
化
共
生
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
校
」
の
指
定
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
学
校
と
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
子
ど
も
多
文
化
共
生
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
、「
多

文
化
共
生
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
外
国
の
人
々

と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
通
じ
て
異
文
化
を
理

解
し
、
違
い
を
認
め
合
う
中
で
「
共
生
の

心
」
を
育
み
、
人
は
だ
れ
で
も
同
じ
人
間

と
し
て
、
家
族
を
愛
し
、
幸
せ
に
暮
ら
し

た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
い
と

考
え
、
企
画
し
ま
し
た
。

〈
多
文
化
共
生
ふ
れ
あ
い
交
流
会
〉

☆
ム
サ
ビ
・
ジ
ャ
リ
ル
さ
ん
（
イ
ラ
ン
国
籍
）

を
招
い
て
…
姫
路
市
で
ペ
ル
シ
ャ
･
ト
ル
コ

料
理
専
門
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
ム
サ
ビ
さ

ん
。
ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
１
回
目
と
し
て
、

低
学
年
の
児
童
と
の
交
流
会
に
お
招
き
し

ま
し
た
。
流
暢
な
日
本
語
で
イ
ラ
ン
の
生

活
や
学
校
の
様
子
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
民
族
衣
装
も
着
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
親

か
ら
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
よ
う

に
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
」

と
教
え
ら
れ
た
と
い
う
話
は
、
国
は
違
っ
て

も
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
変
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
、
幼
い
子
ど

も
た
ち
も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

☆
橋
本
ア
ン
ド
レ
イ
ア
さ
ん
（
ブ
ラ
ジ
ル
国

籍
）
を
招
い
て
…
ア
ン
ド
レ
イ
ア
さ
ん
は
、

市
内
の
企
業
に
勤

め
ら
れ
て
数
年
。

２
回
目
の
ふ
れ
あ

い
交
流
会
と
し

て
、
中
学
年
の
児

童
と
の
交
流
会
に

お
招
き
し
ま
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
家
庭
生
活
や
学
校
の
こ
と
、

大
河
ア
マ
ゾ
ン
の
生
き
物
の
こ
と
な
ど
写
真

を
見
せ
な
が
ら
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
衣
装
も
着
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
で
お
返
し

し
、
意
義
あ
る
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

☆
中
国
人
の
方
を
招
い
て
…
第
３
回
目
交

流
会
は
本
稿
の
〆
切
以
後
の
計
画
で
あ
っ

た
た
め
実
際
の
内
容
を
紹
介
で
き
な
い
の

が
、
残
念
で
す
が
、
古
来
、
我
が
国
と
深
い

つ
な
が
り
を
持
つ
中
国
の
方
々
と
高
学
年

児
童
と
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
を
図
り
ま
す
。

共
生
の
心
を
育
て
る

加西市立泉小学校
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三
口
町
は
、
法
華
山
一
乗
寺
へ
至
る

西
国
三
十
三
番
札
所
巡
礼
ル
ー
ト
上
に

あ
た
り
、
ま
た
高
砂
街
道
が
交
差
す
る

こ
と
か
ら
、
道
案
内
の
役
目
を
も
つ
道

標
が
数
多
く
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
も
の
は
10
基
あ
り
、
全
て

地
元
の
凝
灰
岩
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
建

立
年
は
、
古
い
も
の
で
寛
政
９
年
（
１
７
９

７
）、
最
も
新
し
い
も
の
が
昭
和
３
年
（
１

９
２
８
）の
年
号
を
刻
み
、年
号
が
判
ら
な

い
道
標
も
江
戸
時
代
後
半
か
ら
昭
和
初

期
の
間
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
大
き
さ
は
、
高
さ
50
㎝
程
か
ら
１

６
０
㎝
ま
で
大
小
あ
り
ま
す
が
、
幅
は

概
ね
20
㎝
か
ら
30
㎝
と
な
り
ま
す
。
正
面

に
仏
像
を
刻
ん
だ
も
の
が
半
数
を
占
め
、

地
名
は
「
法
華
山
」
が
最
も
多
く
、
次

に
「
姫
路
・
広
峰
」
と
「
社
・
清
水
」
の
地

名
が
続
き
、
そ
の
後
に
「
小
野
・
浄
土
寺
」

の
数
と
な
り
ま
す
。
施
主
が
信
仰
心
だ

け
で
な
く
巡
礼
者
の
便
宜
を
図
る
こ
と

を
主
眼
に
お
い
た
と
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
天
保
４
巳
年
正
月
（
１
８
３
３
）
の

銘
が
刻
ま
れ
た
道
標
に
「
四
国
　
西
国

女
父
板
東
　
百
八
十
八
所
　
当
村
行

者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
当
時
、
巡
礼

が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

道
路
元
標
は
、
大
正
時
代
に
制
定
さ

れ
た（
旧
）道
路
法
に
よ
り
、
各
市
町
村

に
は
道
路
の
起
点
や
終
点
基
準
に
な
る

標
識
を
１
箇
所
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。「
下
里
村
道
路
元
標
」
と
刻
ん

だ
高
さ
75
㎝
、
一
辺
長
26
㎝
の
角
柱
の
花

崗
岩
製
で
、
県
道
高
砂
・
北
条
線
と
三

口
・
川
北
地
区
を
東
西
に
走
る
旧
村
道

が
交
わ
る
西
南
角
地
に
建
っ
て
い
ま
す
。

道
路
元
標
は
、
当
時
の
幹
線
道
路
に
面

し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
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石造文化財編

（三口町）
道標群と道路元標

三口道標

下里村道路元標

第1回交流会
ムサビ・ジャリルさん

第2回交流会
アンドレイアさん
第2回交流会
アンドレイアさん
第2回交流会
アンドレイアさん
第2回交流会
アンドレイアさん
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アンドレイアさん
第2回交流会
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第2回交流会
アンドレイアさん
第2回交流会
アンドレイアさん
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アンドレイアさん
第2回交流会
アンドレイアさん

★子どもの人権をみんなで守ろう
子どもの安全や健康は、親と子どもだけの

問題ではなく、社会全体の問題です。子ども
の命や体が危うくされているときは、それを親
子だけの問題として見過ごしてはいけません。
児童虐待が起こった場合、虐待の発見者だ

けでは解決することがむずかしい場合が少なく
ありません。そんなときは、自分ひとりで悩ま
ずに誰かに相談することが大切です。

「しつけ」と「虐待」はどう違うの？
「しつけ」とは…子どもに、社会の中で生き
ていくために必要な条件（知恵、技能、態度な
ど）を教えることが目的で、親が愛情を持って
行うものです。
「虐待」とは…子どもの心身を傷つけ、健全
な成長や発達を損なう行為です。「しつけのつ
もり」という親側の論理ではなく、子ども自身
が苦痛のみを感じるかどうかで判断することが
大切です。
体罰は「しつけ」ではありません。親は「し

つけのつもり」でも、子どもにとって有害な行
為であれば「虐待」といえます。子どもに苦痛
を与えたからといって「しつけ」にはなりませ
ん。子どもは親の行動により学びます。

（2004モバイルじんけんより）



市
民
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
立
加
西
病
院

は
市
民
に
支
持
さ

れ
る
病
院
を
め
ざ
し
て
、
市
民
の
方
々
と
つ

な
が
り
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
に
、
皆
様
の
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
一
度
加

西
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.hospital.kasai.hyogo.jp

）

を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
充
実
ぶ
り

に
驚
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
病
院
機
能

や
診
療
科
の
紹
介
か
ら
健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

ま
で
新
着
情
報
が
満
載
で
す
。

第
二
に
、
加
西
病
院
か
ら
患
者
さ
ん
や

地
域
の
先
生
方
に
お
配
り
す
る
『
加
西
病

院
だ
よ
り
』を
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

院
内
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、
新

任
職
員
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
顔
写
真
入
り

で
紹
介
し
て
市
民
の
皆
様
に
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。

第
三
は
、
昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た

『
第
一
回
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
フ
ェ
ア
』
で
す
。
こ
の

催
し
は
、「
市
民
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
」

と
の
副
題
で
企
画
し
ま
し
た
。
医
療
レ
ベ
ル

の
向
上
に
部
署
毎
の
職
員
が
取
り
組
ん
だ

研
究
発
表
と
市
民
を
交
え
た
討
論
会
、
健

康
測
定
や
講
演
会
、
院
長
の
健
康
よ
ろ
ず

相
談
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
初
め
て
の

こ
と
で
広
報
活
動
が
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
１
０
０
余
名
の
市
民
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
市
民

の
皆
様
か
ら
、「
良
く
考
え
た
い
い
企
画
で
、

開
か
れ
た
加
西
病
院
を
実
感
し
ま
し
た
。」

と
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
と
て
も

嬉
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
更
に
充

実
し
た
フ
ェ
ア
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
雛
祭
り
、
七
夕
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

は
毎
年
病
院
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
り
患
者
さ
ん

と
市
民
に
向
け
て
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
ま
す
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
院
内
イ

ベ
ン
ト
へ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
い
っ
た
定
期
的
な
取
り
組
み
以
外
に

も
、
市
内
の
保
育
園
児
の
母
親
８
８
６
名
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
本
院
の
分
娩
入

院
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
意

見
に
基
づ
い
て
現
在
対
策
を
検
討
中
で
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
）

今
年
も
加
西
病
院
は
市
民
の
た
め
の
開

か
れ
た
病
院
を
め
ざ
し
、
一
層
の
努
力
を

行
い
ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

健診は健康づくりの出発点
～受けっぱなしでは意味がありません～

開
か
れ
た
病
院
を
め
ざ
し
て

市
立
加
西
病
院

院
長
　
山
　
辺
　
　
　
裕

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会
会
員
（
玉
野
町
）

久
保
　
秀
子
さ
ん

〈シェフから一言〉

根菜類には体をあたためる効果があり、
冬にはもってこいのメニューです。えび
やいんげんなど彩りも良いです。少し変
わった根菜の使い方をお試しください。

笊れんこん（200ｇ）は皮を剥いて酢水につけア
クをとり、すりおろして窕を混ぜる。笆長芋（100
ｇ）を５㎜角に切る。笳いんげん（50ｇ）を塩茹
でし、小さく切る。笘えび（中10匹）は塩茹で
する。笙笊笆笳を混ぜあわせ器に盛り、その上
に笘をのせ、蒸し器に入れて強火で10分蒸す。
笞窘であんをつくり笙にかけ、おろし生姜（少々）
を天盛りにする。

町ぐるみ健診会場で、「今回の健診結果が出るのが
楽しみだ」と言われるAさんに出会いました。Aさんは、
一昨年退職された6１歳男性です。退職までの職場健診
では、特に異常はなく、健康には自信があったのです。
ところが、平成15年（退職１年後）に町ぐるみ健診
を受けた結果は、血圧、コレステロール値の異常や体
重の増加があり、精密検査が必要という意外な判定の
結果通知が届きました。ショックを受けたAさんは、医師
に受診し診察の結果、現在、服薬の必要はないが生
活に注意するように指導を受けられました。そこで、早
速に生活を見直し、１年後の健診に来られたのです。
下の表は退職１年目と２年目の生活と健診結果の比

較です。

Aさんのように健診をきっかけに自分の生活を見直す
ことは、今後の健康管理に重要なことです。気付かない
間の症状の悪化を防ぐために、次のことに注意しましょ
う。
１．健診結果の総合判定を確認しましょう。
２．要精密検査・要医療と判定された場合は医療機関
に受診しましょう。
３．生活を見直し、改善できるところを、実践しましょう。
（今後、健診の結果説明会等で、医師、保健師、栄
養士のアドバイスを受ける等活用してください。）
４．健診結果シールを健康手帳に貼り、今後の健康管
理のデータにしましょう。

（加西市歯科衛生士会）

歯みがきの“カキクケコ”

カ：かるい力で
キ：きちんとあてよう
ク：くふうして
ケ：毛先を使って
コ：小きざみに動かそう
“カキクケコ”であなたも歯
磨きの達人に!!
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〈作り方〉（4人分）

平成15年
（退職1年目）

平成16年
（退職2年目）

生活の
見直し

・毎日30分程度のウォーク
・間食を控え、嫌いな野菜の
摂取量を増やした。
・塩分を控えた。

血　圧
袢hg

138－84
（異常を認めず）

コレステロール
褂／dl

体　重 69㎏

蛯
・生活不規則
・運動不足
・間食あり

蛯

蛯73㎏
（退職前は70㎏）

238
（要精密）

152－92
（要観察）

健診前に医師受診した結果
要観察域に低下蛯

窕卵白（1/2個）、塩（少々）、酒（大さじ1）
窘あん＝だし汁（200cc）、醤油（大さじ1）、みりん
（大さじ1）、塩（少々）、水溶き片栗粉（少々）



乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成16年11月生まれの乳児 １月25日（火）

《平成16年12月生まれの乳児 ２月22日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年９月生まれの乳児 ２月１日（水）

《平成16年10月生まれの乳児 ３月１日（火）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年８月生まれの幼児 ２月８日（火）

《平成15年９月生まれの幼児 ３月８日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成13年12月生まれの幼児 ２月15日（火）

《平成14年１月生まれの幼児 ３月15日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 ２月17日（木）

《３月17日（木）》

■離乳食講習会 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

２月25日（金）

中期：７～８か月の乳児の保護者

３月25日（金）

■プレママ教室（妊婦教室） 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ、祖父母

２月10日（木）

《３月10日（木）》

■パパママクラブ（予約制） 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のパパ・ママ ２月３日（木）

妊娠８か月以降のパパ・ママ ３月３日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
２月１日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
２月１日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
２月３日（木）健康福祉会館
２月３日（木）善防公民館
２月10日（木）農村環境改善センター
２月17日（木）北部公民館
■法律相談
２月24日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時
■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後４時

市役所市民相談室
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週水・木曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階地域交流センター相談室
■教育相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　教育研修所
■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室
電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉
月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）
■母子相談（母子に関する相談）
毎週火・木曜日　午後１時～午後４時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）
■ボランティア相談（ボランティアに関する相談）
３月３日（木） 午後１時30分～午後３時30分

健康福祉会館１階（蕁潴８１３３）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

泉小学校６年

堀　江　奈　央さん

このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

“はばタン”ポーズ!!
いつまでも元気で、すくすく
大きくなあれ。

〈ママの一言〉

中尾　七
なな

海
み

ちゃん
1歳11カ月

（北条町東高室）

わたしの夢

パパ・ 進 さん

ママ・明子さん

パート①

パート②

12２００５年１月号（No.４８７）新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）
●只今、家屋調査巡回中!



携帯電話に入ったメールを開いたら、アダル
トサイトにつながり「18才以上」を押すと「登
録完了。3日以内に17,000円をお支払いくださ
い」と出た。あわてて切ったが、払わないとい
けないか？
携帯サイト利用時に、有料であるということ

を示されずに、ただ、18才以上のボタンを押し
ただけでは、契約は成立せず料金の支払い義務

はありません。事前に示されていない料金の請
求には、絶対に応じないようにしましょう。今後、
不当な請求が続くようであれば、メールアドレス
や番号を変更するのも得策です。住所や家の電
話などの個人情報を知られると、別の手段で請
求されますので、絶対に教えないことです。
変な料金請求に困ったら、払う前に消費生活

相談窓口まで。
■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）

ハナサク

巧妙なアダルト情報利用請求のわな
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地域交流センターの開館日の変
更にともない、自動交付機は祝日
も稼働します。
◆利用時間／午前9時～午後7時
◆休業日／蘆月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

蘆年末年始
（12月28日から翌年1月4日）

地域交流センター
自動交付機の稼働日の変更

交通の妨げになる道路に、はみだした草木を所有者は刈り取りましょう。

職
務
内
容

昼
間
、
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、

遊
び
を
通
じ
て
放
課
後
、
児
童
の

健
全
育
成
の
た
め
の
生
活
指
導
を

行
い
ま
す
。

勤
務
場
所

北
条
東
小
学
校
・
九

会
小
学
校
・
下
里
小
学
校

勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
後
１
時
〜
６
時

【
長
期
休
暇
な
ど
】
午
前
８
時
〜

午
後
６
時
の
内
５
時
間
程
度

※
た
だ
し
、
勤
務
時
間
帯
の
変
更

も
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員

６
名
程
度

採
用
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日

貊
〜
平
成
17
年
９
月
30
日
貊

資
格
要
件

学
校
及
び
幼
稚
園
教

員
免
許
又
は
保
育
士
資
格
を
有
す

る
方
を
優
先
し
ま
す
。

給
与
等

時
間
給
１，
３
０
０
円

（
平
成
16
年
度
実
績
）

申
込
期
間

２
月
４
日
貊

申
込
方
法

履
歴
書
（
顔
写
真
添

付
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
及
び

平
成
17
年
度

学
童
保
育
指
導
員
募
集

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

面
接
日
時

２
月
10
日
貅

午
前
10
時
〜

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
）

勤
務
内
容

初
任
者
研
修
に
か
か

る
新
任
教
員
の
補
充
な
ど
。

勤
務
条
件

①
年
間
16
日
以
内

②
①
及
び
年
間
３
０
０
時
間
以
内

蘆
報
酬
は
１
時
間
あ
た
り
２，
８

３
０
円（
平
成
16
年
度
現
行
額
）

蘆
交
通
費
は
支
給
限
度
額
の
範
囲

内
で
実
費
支
給

資
　
格

希
望
す
る
校
種
の
教
育

職
員
免
許
状
所
持
者
ま
た
は
、
同

免
許
を
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
で
き
る
方
。

申
込
期
間

２
月
１
日
貂
〜

３
月
22
日
貂

申
込
・
問
合
先

蘆
北
播
磨
教
育
事
務
所
教
育
推
進

課（
蕁
０
７
９
５
瀚
９
４
４
５
）

蘆
学
校
教
育
課（
蕁
瀚
８
７
７
１
）

平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
に
採

用
予
定
の
図
書
館
ア
ル
バ
イ
ト
を

図
書
館

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

小
・
中
・
養
護
学
校
の

非
常
勤
職
員
募
集

募
集
し
ま
す
。

①
常
勤
ア
ル
バ
イ
ト

若
干
名

②
貍
・
豸
・
豢
ア
ル
バ
イ
ト

若
干
名
　
※
大
学
生
可

応
募
資
格

蘆
年
齢
30
歳
以
下
の
方

蘆
貍
・
豸
・
豢
に
勤
務
で
き
る
方

蘆
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

応
募
方
法

履
歴
書
（
司
書
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
資
格
証
明
書
の

写
し
）
を
総
務
課
に
提
出
。

申
込
期
限

２
月
10
日
貅
ま
で

選
考
面
接
予
定
日

２
月
25
日
貊

問
合
先

総
務
課（蕁

瀚
８
７
０
２
）

募
集
人
員

１
名
（
４
月
採
用
）

受
験
資
格

昭
和
50
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
（
助
産

師
）
の
免
許
を
有
す
る
方

受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
受
験
申
込
書
（
本
市
所
定
の
も

の
）
②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も

の
）
③
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書

・
成
績
証
明
書
④
免
許
の
写
し

受
付
期
間

１
月
17
日
豺
〜
２
月

10
日
貅

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

試
験
日
等

筆
記
試
験
、
面
接
試

験
　
２
月
17
日
貅

加
西
病
院

募
集
要
項
配
布
、
受
験
申
込
及
び

加
西
病
院
看
護
師

（
助
産
師
）の
募
集

問
合
先

加
西
病
院
事
務
局
管
理

課
（
蕁
瀚
２
２
０
０
）

平
成
17
・
18
・
19
年
度
建
設
工

事
、
測
量
等
、
物
品
の
製
造
・
買

入
れ
等
に
か
か
る
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
受
付
を
行
い
ま

す
。

受
付
期
間

２
月
15
日
貂
〜
２
月

28
日
豺
　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
　
※
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

受
付
場
所

市
役
所
４
階
入
札
室

申
請
様
式

①
建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
等

国
土
交
通
省
統
一
様
式
ま
た
は

全
国
統
一
様
式

②
物
品
の
製
造
・
買
入
れ
等

市
指
定
用
紙（
１
部
５
０
０
円
）

用
紙
交
付
　
１
月
17
日
豺
〜

２
月
28
日
豺

※
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
管
財
課
前
の
掲
示
板

で
、
要
領
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

郵
送
も
し
く
は
持
参

（
郵
送
に
つ
い
て
は
２
月
28
日
消

印
分
ま
で
）

問
合
先

管
財
課（蕁

瀚
８
７
０
４
）

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
付

く

ら

し

の

情

報
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1月16日（日）天沼医院 （北条町・蕁瀚３６３６）
23日（日）佐竹医院 （北条町・蕁瀚４０５７）
30日（日）あさじ医院 （若井町・蕁瀝０２２５）

2月 6日（日）米田医院 （尾崎町・蕁瀾３５９１）
11日（金）横田内科医院 （北条町・蕁瀚５７１５）
13日（日）おりた外科胃腸科医院（北条町・蕁瀚６０００）
20日（日）大杉内科医院 （別府町・蕁瀰００２３）

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

く

ら

し

の

情

報

日
　
時

１
月
30
日
豸

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所

善
防
公
民
館

内
　
容

凧
あ
げ
・
は
ね
つ
き
・

こ
ま
ま
わ
し
・
百
人
一
首
・
竹
馬

・
射
的
・
お
手
玉
な
ど

対
　
象

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

参
加
費

無
料

※
凧
・
羽
子
板
・
こ
ま
等
は
公
民

館
に
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の

も
の
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

問
合
先

善
防
公
民
館

（
蕁
瀾
２
６
４
３
）

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
加
入

の
健
康
優
良
世
帯
は
１
年
間
無
受

診
世
帯
が
１
７
３
、
３
年
間
無
受

診
世
帯
が
72
で
す
。
１
年
の
世
帯

に
健
康
入
浴
剤
、
３
年
の
世
帯
に

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 健

康
優
良
世
帯
に

記
念
品
を
贈
呈

伝
え
て
残
そ
う
伝
統
文
化

「
な
つ
か
し
の
正
月
遊
び
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

国
民
健
康
保
険
で
は
、
健
康
優

良
世
帯
表
彰
を
は
じ
め
医
療
費
通

知
事
業
、
人
間
・
脳
ド
ッ
ク
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
長
寿
課
や
教
育
委
員
会
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
健
康
福
祉

ま
つ
り
、
寝
た
き
り
０
の
推
進
事

業
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
加
西
ロ

マ
ン
の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
蕁
瀚
８
７
２
１
）

視
覚
障
害
者
へ
の
理
解
と
関
心

を
高
め
、
視
覚
障
害
者
が
外
出
す

る
際
の
移
動
の
介
護
な
ど
、
外
出

時
の
付
き
添
い
を
行
う
手
引
き
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

日
　
時

２
月
25
日
貊
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
、
３
月
７
日
豺
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

対
象
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
が
あ
る
方

研
修
の
概
要

介
護
実
習
、
移
動

介
護
の
基
本
技
術
〜
応
用
機
能

視
覚
障
害
者
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
入
門
教
室
開
催

定
　
員

30
名
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
）
、

加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
推
進
室
（
蕁
潴
８
１
３
３
）

※
受
講
後
、
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
青
い
鳥
学
級
（
北
播
磨

視
覚
障
害
者
学
級
）
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
分
た
ち

の
活
動
を
広
く
知
ら
せ
る
た
め
の

チ
ラ
シ
な
ど
を
作
成
し
て
み
ま
せ

ん
か
!

日
　
時

蘆
第
１
回
　
２
月
19
日
貍

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

蘆
第
２
回
　
２
月
26
日
貍

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
３
階

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
者

マ
ウ
ス
操
作
、
文
字
入

力
、
２
回
と
も
受
講
で
き
る
方
。

講
座
の
概
要

Illu
strator10

（W
indow

s

版
）
を
使
用
し
、
名

刺
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
作
成
。

定
　
員

12
名
　
※
無
料

申
込
受
付

１
月
25
日
貂

Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ソ
コ
ン
講
座

「
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て

み
よ
う
!
」
開
催

午
前
９
時
〜
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
蕁
瀚
０
１
０
６
）

伝
統
行
事
を
通
じ
て
、
加
西
の

ま
つ
り
の
歴
史
や
意
義
、
意
味
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

２
月
８
日
貂

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
３

階
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
多
目

的
ホ
ー
ル
）・
95
名

講
　
師

郷
土
史
研
究
家

佐
々
木
泰
彦
先
生

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

はe-m
ail

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
、
蕭

潴
１
８
０
３
）

shogai@
city.

kasai.hyogo.jp

都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
46
条

第
１
項
に
基
づ
き
、
都
市
再
生
整

備
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

同
法
第
46
条
第
10
項
の
規
定
に
よ

り
都
市
再
生
整
備
計
画
（
北
条
・

都
市
再
生
整
備
計
画

（
北
条
・
富
田
地
区
）
の
縦
覧

市
民
教
養
講
座

歴
史
と
文
化
「
加
西
の
ま
つ
り
〜

伝
統
行
事
を
通
じ
て
〜
」
開
催

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

☆問合先 市税務課収税係（蕁瀚8714）

☆問合先 市税務課税制係（蕁瀚8712）
（口座振替のおすすめ）
納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替

のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

平成16年度市・県民税第４期分、国民健康保険税・
介護保険料（普通徴収）第７期分の納期限は

1111月33331111日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

ゼ
ロ
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お く や み

松本ツルヱ 86 忠　勝 古坂３丁目
好井　玉子 81 浩 南　町
村口　　進 63 秀　美 古坂１丁目
橋爪　春子 78 敏　春 田　原
緒方　行男 84 トキエ 満　久
柴田　　一 70 亘 常　吉
圓井　良一 74 義　治 小　谷
岡原タツコ 87 吉　人 東　長
鈴木希味子 73 宏　明 河　内
小林まつゑ 94 一　良 西　南
山田　夏子 71 福　一 繁　昌
藤本　田鶴 47 保　幸 都　染
見雪　貞夫 73 てる子 広　原
井上　さを 91 博　明 田　谷　
藤原つや子 77 儀　一 第二サルビア荘
西村とみゑ 75 政　幸 田　谷
小林　正夫 82 清 栄
高田　房治 81 好　和 西高室
繁田　　榮 91 悟 青　野
藤本ふゆこ 89 勉 西野々
福永千代市 86 武 宮　前
柿本　弘道 60 浩　平 西笠原
佐伯佐惠子 69 威 西笠原
西浦　延治 81 孝 玉　野
多田　　清 72 久　子 都　染
中村あさゑ 93 均 中　野
岡　たまゑ 83 一　眞 西上野
森本　健一 78 登 三　口
竹内すよ子 69 穣 下道山
野かづゑ 78 均 繁　昌
竜田　義晴 76 八代枝 山　枝
前川　性治 86 敏　男 野　条
藤内　　明 83 正　幸 古坂２丁目
高見　光子 74 政　伴 栗　田
蓬莱　幸雄 83 一　正 佐　谷
繁中ひさ子 81 弘　一 玉　野
松末　弘子 73 隆　幸 別府中
志方つるゑ 93 武 朝　妻
古川　敬治 71 弘　城 網　引
岡田こやの 94 敏　治 下宮木

死亡者 年齢 喪主 町名

（12月31日受付分まで・敬称略）

富
田
地
区
）
を
都
市
計
画
課
で
縦

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

１
月
18
日
貂
〜

１
月
31
日
豺

問
合
先

都
市
計
画
課

（
蕁
瀚
８
７
５
３
）

日
　
時

１
月
22
日
貍

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
　
所

小
野
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル

講
　
師

塩
川
正
十
郎
氏

（
前
財
務
大
臣
）

演
　
題
「
日
本
経
済
の
今
後

―
年
金
・
財
政
等
―
」

入
場
料

無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
・
問
合
先

社
納
税
協
会

（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
３
６
０
、
蕭

０
７
９
５
瀚
４
４
４
９
）

社
税
務
協
会

新
春
特
別
講
演
会

種
　
目

２
等
陸
海
空
士

（
特
別
職
国
家
公
務
員
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
（
高
卒
見

込
含
）
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

２
月
１
日
貂
ま
で

試
験
日

２
月
５
日
貍

問
合
先

自
衛
隊
兵
庫
地
方
連
絡

部
（
蕁
０
７
８
―
３
３
１
―
９
８

９
６
〜
８
）、
青
野
原
募
集
事
務

所
（
蕁
０
７
９
４
焜
７
９
５
９
）

米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト

の
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
に
続
く

山
田
洋
次
監
督
と
藤
沢
周
平
原
作

の
待
望
の
第
二
弾
!

日
　
時

２
月
19
日
貍

10
時
〜
・
12
時
30
分
〜
・
15
時
〜

第
13
回
シ
ネ
マ
か
さ
い

「
隠
し
剣
鬼
の
爪
」

自
衛
官
募
集

「
２
等
陸
海
空
士
」

３
回
上
映
（
開
場
30
分
前
）

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

主
　
催

加
西
市
・
譛
加
西
市
都

市
施
設
公
社

入
場
料

一
般
＝
１，
０
０
０
円
、

60
歳
以
上
・
高
校
生
以
下
＝
５
０

０
円
（
当
日
各
２
０
０
円
増
）

※
加
西
市
民
会
館
等
で
チ
ケ
ッ
ト

発
売
中

問
合
先

市
民
会
館
（
蕁
潴
０
１

６
０
（
月
曜
休
館
日
））

東
播
都
市
計
画
下
水
道
（
加
西

市
公
共
下
水
道
）
事
業
に
関
す
る

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
を
実
施

し
ま
す
。
ご
意
見
な
ど
は
意
見
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

東
播
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

縦
覧
期
間

２
月
１
日
貂
〜

２
月
14
日
豺

縦
覧
場
所

都
市
計
画
課

意
見
提
出
・
問
合
先

都
市
計
画

課
（
蕁
瀚
８
７
５
３
）、
下
水
道

課
（
蕁
瀚
８
７
６
０
）

★
保
育
料
は
、
改
定
せ
ず
に
現
行

の
ま
ま
月
額
５，
７
０
０
円
で

据
え
置
き
と
し
ま
す
。

★
入
園
料
は
、
少
子
化
対
策
と
し

て
、
同
一
世
帯
の
２
人
以
降
の

子
が
入
園
す
る
場
合
、
減
免
措

置
を
と
り
、
無
料
と
し
ま
す
。

な
お
、
減
免
申
請
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
入
園
決
定
通
知
書

（
１
月
20
日
付
）
と
同
封
し
て

詳
し
く
ご
案
内
を
し
ま
す
。

問
合
先

教
育
委
員
会
幼
児
対
策

課
（
蕁
瀚
８
７
７
４
）

平
成
17
年
度
市
立
幼
稚
園

の
保
育
料
等
に
つ
い
て

く

ら

し

の

情

報

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

加西市への寄付
○国際ソロプチミスト加西　

会長　井上陽子 10万円
（加西市都市親善友好協会青少年国際交流寄付金として）
○加西ライオンズクラブ
会長　三宅通義 ベンチ13基

（加西市はばたん花壇へ設備備品として）
○坂本町 塩谷　寛 10万円
（加西市福祉対策寄付金として）
○繁陽町 小谷秀美 100万円

（加西病院施設充実資金として）
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○長濱秀男 ３万円
○美心 ２万円
○株式会社　本陣 １万510円
○加西市茶道協会 ７万3,372円
○あんず １万円
○中央公民館 １万6,300円
供養預託

○佐伯　武 10万円
（受付順）

兵庫県台風災害及び新潟県中越地震災害救済義援金
市受付分　2,801,376円
社協受付分　119,658円

被災された方々とその地域の一日も早い復
興を願い、市内自治会、個人、お店など多く
の方々から沢山の義援金をお預かりし、兵庫
県及び新潟県の義援金受け入れ先に送金さ
せていただきました。

多くの義援金ありがとうございました
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■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

人　口／ 51,042（－41） 世帯数／ 16,496（－ 5）
男　／ 24,760（－11） 女　／ 26,282（－30）

KASAIデータバンク発行／加西市 〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 蕁0790瀚1110豎
編集／企画総務部秘書広報課 蕁0790瀚8701 蕭0790潴0291
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H17.1.1現在（前月比）

大豆インキを使用しています。

「兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会」が2月6日豸に加西
市で行われ、男子49チーム、女子48チーム、県下のトップ
ランナー総勢600名が出場します。選手は市民会館前をス
タート。別府中町の交差点までの間を折り返すコースで男
子は42.195袰を7人で、女子はその半分の距離を5人でた
すきリレーします。中継、ゴールは市役所正面玄関前です。
加西市での開催は今年で17回目になり、毎年市内外か

ら約1万人が応援につめかけます。今年も選手の皆さんに
あたたかい声援をお願いします。

※当日、同大会実施時間を中心にコース周辺道路で交通
規制が実施されます。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会
男子59回　女子20回

★男のクッキング ―おとこ厨房に入ろう―
健康づくりにかかせない栄養豊かな料理、冬の食材を使った

家庭料理にチャレンジしてみませんか。
◆日　時／1月29日貍・2月13日豸・2月20日豸

※時間はいずれも午前11時～午後1時30分
◆場　所／アスティアかさい 3階　キッチンルーム
◆募集人員／男性 10名　　◆参加費／材料費（実費）
◆申込期限／1月25日貂

★女性健康講座 ～からだもこころも 元気元気～
あなたは“自分の健康管理”できていますか？ 日頃から自

分のからだを知っておくことはとても大切です。

蘆1月23日豸「女性の心の健康」～精神科医師の立場から～
講師：水谷雅信（加西病院　精神科部長）

蘆1月30日豸「食の安心と安全」～加工面からみて～
講師：難波良弘（社団法人 兵庫みどり公社アドバイザー）

蘆2月13日豸「自分のからだを知る」
講師：工藤美子（兵庫県立大学 看護学部助教授）

※時間はいずれも午後1時30分～午後3時30分
◆募集人員／40名（無料） ◆一時保育／無料（要予約）
◆申込期限／1月20日貅
◆場　　所／アスティアかさい 3階　集会室
◆申込・問合先／電話またはFAXで

加西市男女共同参画センター（蕁瀚0105・蕭瀚0133）

男女共同参画センター講座

―交通規制のお知らせ―

※大阪駅9時・10時・11時発
北条バスセンター行及び、
北条バスセンター10時28
分・11時18分・12時28
分発大阪行の神姫高速バス
は加西ICと北条バスセン
ターを迂回運行し、市役所
前停留所には停車しませ
ん。

の区間は10時10分～13時20分まで車両通行止めになります。

2月6日豸に行われる兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会に
向け、活躍が期待される加西市男女各チームが合同練習
を開始しました。《候補選手は次のとおり。》
★男子チーム
蜷監督／稲岡進（北条中教諭）蜷マネージャー／小坂卓司
（泉中教諭）蜷候補選手／望月証（農業技術センター）、森崎
耕輔（西宮南高教諭）、西面和希（長崎大）、小林大輔（兵庫大）、
黒田祐太（天理大）、岡本賢介（立命館大）、吉田博信（西脇工
高）、宮永大亮（西脇工高）、田中祐太朗（小野高）、森田悠矢
（小野高）、稲岡裕紀（善防中）、西村貴裕（加西中）、前田直輝
（北条中）、橋本将孝（北条中）、大豊圭祐（泉中）、民輪晴紀
（泉中）、志方文典（泉中）

★女子チーム
蜷監督／植田正吾（加西中教諭）蜷マネージャー／高見早
起子（九会小教諭）蜷候補選手／松本美佳（加西市陸協）、三
宅慶（ノーリツ）、三宅裕子（名城大）、高見美帆（びわこ成蹊ス
ポーツ大）、田中千賀（北条高）、長谷川友紀（社高）、池田夕
姫（泉中）、加藤咲羅（北条中）、織邊穂菜美（加西中）、三宅
翔子（加西中）、岡田優子（泉中）、増田奈津美（泉中）、小池
藍（加西中）、稲岡麻由（善防中）

郡市区対抗駅伝競走大会に向け加西市チームが発進


